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担当科目 

 

「被服衛生学」「被服管理学」 

研究分野 生活科学、 健康・スポーツ科学、 被服衛生学 

現在の研究テーマ 衣服の快適性に関する研究、 衣服による皮膚障害の研究 

教育方法の実践 

 

1. 被服衛生学の講義においては、衣服と生体との係わりに関する知識を習

得させるために履修学生自身の体験を紹介させたり、ビデオ画像を提示

したり、実物を見ながら学習できる授業環境を作たりして、学生自身の

生活環境における衣服の重要性を理解させている。 

2. 授業中 に受講学生が発言できる状況作りに努めている。コメントシー

トに授業に関する質問・意見を記載してもらい、翌週に 回答する方法

で、履修学生の修学度の把握に努めている。 

作成した教科書・

教材 

「被服衛生学」の授業で使用する教材として、『アパレル生理衛生論』(日本

衣料管理協会発行)および『アパレルと健康』（井上書院発行）を作成した。 
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